
土屋ケアカレッジ 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程（通学・通信形式）学則

（事業所の名称・所在地）

第 1条
本研修は次の事業者が実施する。

株式会社 土屋

岡山県井原市井原町 192番地 2 久安セントラルビル 2階

（ 目 的 ）

第２条

地域で在宅生活を営まれる重度障害者、特に医療的ケアを必要とする方々に対して、適

切なケアサービスを提供できるよう、現場に即した知識並びに技術の習得を目的とする。

（実施課程および形式）

第 3条
前条の目的を達成するために、次の研修事業（以下研修という。）を実施する。

重度訪問介護従業者養成研修 統合課程（通信・通学形式）

（研修事業の名称）

第 4条
研修名称は、次の通りとする。

土屋ケアカレッジ重度訪問介護従業者養成研修 統合課程（通信・通学）

期間：令和 7年４月 2日～令和 8年 5月 24日
時間：1日目 9:30～18:50、2日目 9:00～19:50、3日目実習先による）

定員：20名
申込み方法：電話・メール・ Webにて受付。運営事務局は受付後、受講者に受講決定通知

をメールにて送付。

申込み先：土屋ケアカレッジ運営事務局

TEL：050-3138-2024
Mail:college@care-tsuchiya.com
Web: https://tcy-carecollege.com/
受講決定方法：申し込み受付後定員調整の上決定

（応募者多数の場合の決定方法：申込順）

（受講対象者）

第 5条
受講対象者は次のものとする

関西圏または関西近郊在住、在勤で通学可能なもの。年齢は 15歳以上。

受講者の zoom状況が整っていること

（研修参加費用）

第 6条
研修参加費用は次のとおりとする

１ 受講料 ３０，０００円（税込み、テキスト（税込）代、傷害・賠償保険料含む）

２ 納付方法 一括納入

３ 納付期限 受講開始日まで

（使用教材）

第７条

研修に使用する教材は次のとおりとする。

喀痰吸引等研修テキスト 全国自立生活センター協議会

（研修カリキュラム）

第 8条



研修を修了するために履修しなければならないカリキュラムは、別紙「通信・通学研修

分日程表」のとおりとする。

（研修会場）

第 9条
前条の研修を行うために使用する講義および演習会場は、次のとおりとする。

講義・演習：土屋ケアカレッジ 宇治教室

実習：別紙 実習施設利用計画書の通り

（担当講師）

第 9条
研修を担当する講師は別紙「研修日程及びカリキュラム表」のとおりとする。

（科目の免除）

第１１条

科目の免除は行わない。

（修了の認定）

第１２条

１ 修了の認定は、第８条に定めるカリキュラムを履修し、修了評価試験において９０点

以上（１００点を満点とする）のものに対して行う。なお修了試験において９０点に

満たなかったものについては必要に応じて再試験を実施する。

２ 2 日目までの受講態度及び演習、実習の技術によって、講師が重度訪問介護従業者

として適切と認める場合にのみ、現場同行の実習を受けることができる。現場同行実

習を受講できない者については失格とする。

（研修欠席者の扱い）

第 13条
理由の如何にかかわらず、研修開始から１０分以上遅刻した場合は欠席とする。

（補講の取り扱い）

第１４条

研修の一部を欠席した者で、やむを得ない事情があると認められる者については、他の

日程に行う当法人の研修に参加し補講を行うことにより、当該科目を修了したものとみな

す。ただし、補講にかかる受講料については、一律 5,000 円を受講者の負担とする。

（受講の取り消し）

第１５条

次に該当する者は、受講を取り消すことができる。

１ 学習意欲が著しく欠け、修了の見込みがないと認められる者。

２ 研修の秩序を乱し、その他受講者としての本分に反した者。

３ 重度訪問介護従業者として適性に欠く者

４ 反社会的勢力またはその関係者と認められる者。

（修了証明書の交付）

第１６条

修了を認定されたものには、当法人において修了証明書および修了証明書（携帯用）を

交付する。



（修了者管理の方法）

第１７条

修了者管理については、次により行う。

１ 修了者を修了者台帳に記載し、永久保存するとともに、京都府が指定した様式にて知

事に報告する。

２ 修了証明書の紛失などがあった場合は、修了者の申し出により再発行を行う。

（研修事業執行担当部署）

第１８条

本研修事業は、株式会社土屋研修事業部にて執行する。

（その他留意事項）

第１９条

研修事業の実施にあたり、次のとおり必要な措置を講じることとする。

１ 研修の受講に際して、研修開始日までに本人確認を行う。本人確認の方法は、以下の

公的証明書の提出などにより行うものとし、本人確認ができない場合は、受講の拒否

または修了の認定を行わないものとする。

①運転免許証の提示②健康保険証の提示③パスポートの提示④在留カードなどの提示

⑤住民基本台帳カードの提示

２ 研修に関して下記の苦情などの窓口を設けて研修実施部署と連携し、苦情および事故

が生じた場合には迅速に対応する。

苦情対応部署：株式会社土屋 土屋ケアカレッジ運営事務局 苦情担当窓口

電話 050-3138-2024
３ 事業実施により知りえた受講者などの個人情報をみだりに他人に知らせ、または不当

な目的に使用しない。

４ 講師または受講生について、他法人が経営する事業所、施設への勧誘行為等を禁止す

る。

（施行細則）

第２０条

この学則に必要な細則並びにこの学則に定めのない事項で必要があると認められる

ときは、当法人がこれを定める。

（附則）

この学則は令和 5年 2月 6日から施行する。

（附則）

この学則は令和 5年 10月 26日から施行する。



第４号様式（ 第３ 条関係）

講 師 履 歴 一 覧

担 当 科 目 名

1重度肢体不自由者の地域生活等に関する講義（1） 重度訪問介護の

制度とサービス、（2） 障害の理解及び介護にあたる者の職業倫理、

3コミュニケーションの技術に関する講義

・重度の肢体不自由者の介護サービス提供現場での実習

・基礎的な介護技術に関する講義

ふ

氏
り が な

名

（ みやもと たける）

宮本 武尊

専任・兼任の別 専 ・ 兼

勤務先及び職名
株式会社土屋 講師

講 師 基 準 に 係 る

資格（ 取得年月日）

介護福祉士 （平成31年4月18日 ）

主 な 経 歴

従事年月日（ 従事期間） 勤 務 先 職務内容

2015年2月～2020年9月（5年 7月）

ユースタイルラボ

ラトリー株式会社

介護職員、管理

者、サ責

2020年１０月 ～

株式会社土屋 介護職員・講師

特 記 事 項

※ 主な経歴の記入について
施設等での実務経験のある場合は、その職種等を具体的に記入すること。
教員等の場合は、その担当教科名を記入すること。



第４号様式（ 第３ 条関係）

講 師 履 歴 一 覧

担 当 科 目 名

4喀痰吸引を必要とする重度障害者の障害と支援に関する講義 緊急

時の対応及び危険防止に関する講義

5経管栄養を必要とする重度障害者の障害と支援に関する講義 緊急

時の対応及び危険防止に関する講義

6喀痰吸引等に関する演習

（ はせがわ のぶこ）
ふ

氏
り が な

名
長谷川 信子 専任・兼任の別 専 ・ 兼

勤務先及び職名
株式会社土屋 講師

講 師 基 準 に 係 る

資格（ 取得年月日）

保有資格： 看護師（ 1995 年4 月）

介護職員等によるたんの吸引等実施のための研 修（ 特定の者対

象） 指導者養成研修

主 な 経 歴

従事年月日（ 従事期間） 勤 務 先 職務内容

2008 年4 月～ 2013 年12 月（ 13

年 8 月）
協立総合病院 看護師

2014年6月～2019年3月（4年9

月）

春日井クリニック
看護師

2021年10月～
株式会社土屋 講師

特 記 事 項

※ 主な経歴の記入について
施設等での実務経験のある場合は、その職種等を具体的に記入すること。
教員等の場合は、その担当教科名を記入すること。



第４号様式（ 第３ 条関係）

講 師 履 歴 一 覧

担 当 科 目 名

4喀痰吸引を必要とする重度障害者の障害と支援に関する講義 緊急

時の対応及び危険防止に関する講義

5経管栄養を必要とする重度障害者の障害と支援に関する講義 緊急

時の対応及び危険防止に関する講義

6喀痰吸引等に関する演習

ふ

氏
り が な

名

（ さいとう みさを）

齋藤 みさを 専任・兼任の別 専 ・ 兼

勤務先及び職名
株式会社土屋 講師

講 師 基 準 に 係 る

資格（ 取得年月日）

保有資格： 看護師（ 平成 17 年3 月）

介護職員等によるたんの吸引等実施のための研 修（ 特定の者対

象） 指導者養成研修（ 令和元年６ 月）

主 な 経 歴

従事年月日（ 従事期間） 勤 務 先 職務内容

平成 20 年4 月～ 平成 21 年3 月 江別渓和会病院
看護師

平成 21 年4 月～ 平成 22 年4 月 豊岡会はまなこ病

院
看護師

平成 22 年4 月～ 豊岡会浜松とよお

か病院
看護師

令和 2 年11 月～ 株式会社 土屋 講師

特 記 事 項

※ 主な経歴の記入について
施設等での実務経験のある場合は、その職種等を具体的に記入すること。



教員等の場合は、その担当教科名を記入すること。

第４号様式（ 第３ 条関係）

講 師 履 歴 一 覧

担 当 科 目 名

4喀痰吸引を必要とする重度障害者の障害と支援に関する講義 緊急

時の対応及び危険防止に関する講義

5経管栄養を必要とする重度障害者の障害と支援に関する講義 緊急

時の対応及び危険防止に関する講義

6喀痰吸引等に関する演習

（ こばやし みほ）
ふ

氏
り が な

名
小林 美穂 専任・兼任の別 専 ・ 兼

勤務先及び職名
株式会社土屋 講師

講 師 基 準 に 係 る

資格（ 取得年月日）

保有資格： 看護師（ 平成 15 年4 月）

主 な 経 歴

従事年月日（ 従事期間） 勤 務 先 職務内容

平成 22 年3 月～ 平成 25 年6 月 京都きづ川病院
看護師

平成 25 年7 月～ 令和 2 年4 月 あおぞら訪問看護

ステーション
看護師

令和 2 年8 月～ 訪問看護グリム
看護師

令和 4 年8 月～ 株式会社 土屋 講師

特 記 事 項

※ 主な経歴の記入について
施設等での実務経験のある場合は、その職種等を具体的に記入すること。



教員等の場合は、その担当教科名を記入すること。

第４号様式（ 第３ 条関係）

講 師 履 歴 一 覧

担 当 科 目 名

7基礎的な介護と重度の肢体不自由者とのコミュニケーションの技

術に関する実習、8外出時の介護技術に関する実習

ふ

氏
り が な

名

（ のつ あゆみ）

野津 亜弓
専任・兼任の別 専 ・ 兼

勤務先及び職名
株式会社土屋 講師

講 師 基 準 に 係 る

資格（ 取得年月日）

保有資格： 介護福祉士（ 平成13年2月）

主 な 経 歴

従事年月日（ 従事期間） 勤 務 先 職務内容

平成 1 年 2 月～ 平成 17 年 9 月 社会福祉法人松福

会

訪問介護職員

平成 23 年 2 月～ 平成 31 年 1 月 医療法人神明会 訪問介護職員

平成 31 年 2 月～ 令和 5 年 2 月 大阪府事業団春日

丘荘

訪問介護職員

令和5年7月～ 株式会社土屋 研修講師

特 記 事 項

※ 主な経歴の記入について
施設等での実務経験のある場合は、その職種等を具体的に記入すること。
教員等の場合は、その担当教科名を記入すること。



様式第４号

講 師 略 歴 書

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

講師名

（ナカハラ シノブ）

中原 しのぶ

生年月日 昭和

日

50 年 7 月 31

住 所

電話番号

〒563-0356 大阪府豊能郡能勢町平通 101-536
（ 080-4298-9367 ）

担当する

科目名

1重度肢体不自由者の地域生活等に関する講義（1） 重度訪問介護の制度とサービ

ス、（2） 障害の理解及び介護にあたる者の職業倫理

2 基礎的な介護技術に関する講義

3 コミュニケーションの技術に関する講義

7基礎的な介護と重度の肢体不自由者とのコミュニケーションの技術に関する実習

8 外出時の介護技術に関する実習

9 重度の肢体不自由者の介護サービス提供現場での実習

学 歴 修了年月日 卒 業 学 校 学部（ 課程） 等

1991 年 3 月 松 原市 立 松 原第

五中学校

業 績

職 歴 期 間（ 従事年月） 勤 務 先 職 種

2007 年 11 月 ～ 2012 年 7 月 NPO 法人サンフェイス 介護職員

2015 年 5 月 ～2016 年 4 月 社会福祉法人 三松会 介護職員

2017 年 11 月～2020 年 10 月 ユースタイルラボラトリー 介護職員

2020 年 11 月～ 株式会社 介護職員

株式会社土屋

特

事

記

項

保有資格： 介護福祉士



講 師 略 歴 書

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

講師名

（ ロウヤマ カオリ）

魯山 香織
生年月日

昭和62年 10月 26日

住 所

電話番号

〒570 -0006

大阪府守口市八雲西町 4-25- 4

（ 080） -1487 - 6129

レフナード ・コンドミニオ 103

担当する科目名 1 重度肢体不自由者の地域生活等に関する講義（ 1）重度訪問介護の制度とサービス、

（2） 障害の理解及び介護にあたる者の職業倫理

2 基礎的な介護技術に関する講義

3 コミュニケーションの技術に関する講義

学 歴 修了年月日 卒 業 学 校 学部（課程）等

平成 18年 3兵庫県立舞子高等学校 環境防災課

業 績

職 歴 期 間（従事年月） 勤 務 先 職 種

平成18年4月～平成19年9月

令和元年3月～令和2年10月

令和2年11月～現在に至る

株式会社コムスン

ユ ー ス タ イ ル ラ ボラ ト

リー株式会社

株式会社土屋

介護職員

サービス提供責任者

管理者

特

事

記

項

保有資格：

介護福祉士（ 令和3年4月）

※ 担当科目に関係のある資格や免許等がある場合は、「特記事項」欄に記載すること。教

員であることによって当該科目の講師とする場合



講 師 略 歴 書

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

講師名

（ カノウ ヤスユキ）

加納 康行
生年月日

1973年 5月 7日

住 所

電話番号

〒 001 -0019

北海道札幌市北区北19条西2丁目1-30-303

090 -9142 -3392

担当する科目名

1重度の肢体不自由者の地域生活等に関する講義

2基礎的な介護技術に関する講義

3コミュニケーションの技術に関する講義

7基礎的な介護と重度の肢体不自由者とのコミュニケーションの技術に関する実習

8外出時の介護技術に関する実習

学 歴 修了年月日 卒 業 学 校 学部（課程）等

19 94年 4
月

日本電子専門学校 サウンドクリエイティブ科

業 績

職 歴 期 間（従事年月） 勤 務 先 職 種

2014年3月～2015年2月（11月）

2015年3月～2021年8月（6年6

月）

2021年9月～ （4月）

萌福祉サービス株式会社

初山別村社会福祉協議会

株式会社 土屋

介護職

主任生活援助員兼介

護職

訪問介護員

特 記

事 項

保有資格： 介護福祉士（ 2017年5月12日取得）

※ 担当科目に関係のある資格や免許等がある場合は、「特記事項」欄に記載すること。教

員であることによって当該科目の講師とする場合

学校名（研修、講座は除く） 担 当 科 目 名 常勤・非常勤 担 当 年 度

年度



様式第４号

講 師 略 歴 書

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

講師名

（ ホソイ シュウイチ）

細井 俊一
生年月日

1987年 10月 21日

〒 330 -0046

住 所 埼玉県さいたま市浦和区岸町 3-1 -21 ペレンデール岸

電話番号 080-4057-3046

担当する科目名

1重度の肢体不自由者の地域生活等に関する講義

2基礎的な介護技術に関する講義

3コミュニケーションの技術に関する講義

7基礎的な介護と重度の肢体不自由者とのコミュニケーションの技術に関する実習

8外出時の介護技術に関する実習

学 歴 修了年月日 卒 業 学 校 学部（課程）等

平成 22 年 3
月

亜細亜大学 法学部法律学科

業 績

職 歴 期 間（従事年月） 勤 務 先 職 種

平成22年4月～平成27年3月

平成27年7月～令和3年4月

令和3年5月～ （4月）

NPO 法人 AnnBee

社会福祉法人 AnnBee

株式会社 土屋

介護職

介護職員・管理者 (サ
ービス提供責任者 )
訪問介護員

特

事

記

項

保有資格： 介護福祉士（ 平成 30 年 5 月 1 日取得）

※ 担当科目に関係のある資格や免許等がある場合は、「特記事項」欄に記載すること。教

員であることによって当該科目の講師とする場合

学校名（研修、講座は除く） 担 当 科 目 名 常勤・非常勤 担 当 年 度

年度



第４号様式（ 第３条関係）

講 師 履 歴 一 覧

担 当 科 目 名

7基礎的な介護と重度の肢体不自由者とのコミュニケーションの技

術に関する実習、8外出時の介護技術に関する実習

ふ

氏
り が な

名

（ にしむら しげき）

西村 茂樹
専任・兼任の別 専 ・ 兼

勤務先及び職名
株式会社土屋 研修講師

講 師 基 準 に 係 る

資格（取得年月日）

保有資格

介護福祉士（2010 年5 月）

実習指導者講習会（2021 年12 月）

主 な 経 歴

従事年月日（ 従事期間） 勤 務 先 職務内容

2005年10月 ～ 2020年4月

NPO法人ガチャバ

ンともに生きる会

介護職員

2018 年10 月 ～ 2020 年4 月

株式会社ライフ 介護職員

2021年11月～ 株式会社 土屋 介護職員、研修

講師（ 実務者研

修）

特 記 事 項

※ 主な経歴の記入について
施設等での実務経験のある場合は、その職種等を具体的に記入すること。
教員等の場合は、その担当教科名を記入すること。



第５号様式（ 第３ 条関係）

実習施設利用計画書

研修事業の名称及び課程 土屋ケアカレッジ 重度訪問介護従業者養成研修(統合課程)

研 修 実 施 期 間 2025年 4月 2日～ 2026年 5月 24日

施設名（ 設置者名）

◼ 所 在 地

実 習 内 容 受 入 期 間

１ 日当

たりの

受入人

数

期間中

の受入

延べ人

数

ホームケア土屋 京滋

宇治市宇治壱番１ ３４

-1 荒川ビル４階

＊ 重度の肢体不自由

者の介護サービス提

供現場での実習

2025年4月2日

2026年5月24日

～ 20 1000

年 月

～

年 月

日

日

年 月

～

年 月

日

日

年 月

～

年 月

日

日

年 月

～

年 月

日

日

※1 利用者につき 1 受講者の現場同行

※ 受講生の希望でサービス提供現場での実習は他府県になる場合あり



第２号様式（ 第３ 条関係）

年間実施計画書

事 業 者 名

土屋ケアカレッジ

宇治教室
代表者名

（ 担 当 者 名 ）

株式会社土屋

代表取締役 大山敏之

（ 松岡 沙季 ）

研修課程
研修事業の
実施場所

募集期間
（ 予定年月日）

研修期間
（ 実施予定期間）

定 員
今回

申請分
（ ○ を記載）

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年4月1
日

令和7年4月2日～
令和7年6月1日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年4月8
日

令和7年4月9日～
令和7年6月8日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年4月15
日

令和7年4月16日
～令和7年6月15
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年4月22

令和7年4月23日
～令和7年6月22
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年4月29
日

令和7年4月30日
～令和7年6月29
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年5月6
日

令和7年5月7日～
令和7年7月6日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年5月13
日

令和7年5月14日
～令和7年7月13
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年5月20
日

令和7年5月21日
～令和7年7月20
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年5月27
日

令和7年5月28日
～令和7年7月27
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年6月3
日

令和7年6月4日～
令和7年8月3日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年6月10
日

令和7年6月11日
～令和7年8月10
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年6月17
日

令和7年6月18日
～令和7年8月17
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年6月24
日

令和7年6月25日
～令和7年8月24
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年7月1
日

令和7年7月2日～
令和7年9月1日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年7月8
日

令和7年7月9日～
令和7年9月8日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年7月15
日

令和7年7月16日
～令和7年9月15
日

20名 〇



重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年7月22
日

令和7年7月23日
～令和7年9月22
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年7月29
日

令和7年7月30日
～令和7年9月29
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年8月5
日

令和7年8月6日～
令和7年10月5日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年8月19
日

令和7年8月20日
～令和7年10月19
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年8月26
日

令和7年8月27日
～令和7年10月26
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年9月2
日

令和7年9月3日～
令和7年11月2日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年9月9
日

令和7年9月10日
～令和7年11月9
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年9月16
日

令和7年9月17日
～令和7年11月16
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年9月23
日

令和7年9月24日
～令和7年11月23
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年9月30
日

令和7年10月1日
～令和7年11月30
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年10月7
日

令和7年10月8日
～令和7年12月7
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年10月
14日

令和7年10月15日
～令和7年12月14
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年10月
21日

令和7年10月22日
～令和7年12月21
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年10月
28日

令和7年10月29日
～令和7年12月28
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年11月4
日

令和7年11月5日
～令和8年1月4日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年11月
11日

令和7年11月12日
～令和8年1月11
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年11月
18日

令和7年11月19日
～令和8年1月18
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年11月
25日

令和7年11月26日
～令和8年1月26
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年12月2
日

令和7年12月3日
～令和8年2月2日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年12月9
日

令和7年12月10日
～令和8年2月9日

20名 〇



重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年12月
16日

令和7年12月17日
～令和8年2月16
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和7年12月
23日

令和7年12月24日
～令和8年2月23
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和8年1月6
日

令和8年1月7日～
令和8年3月6日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和8年1月13
日

令和8年1月14日
～令和8年3月13
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和8年1月20
日

令和8年1月21日
～令和8年3月20
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和8年1月27
日

令和8年1月28日
～令和8年3月27
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和8年2月3
日

令和8年2月4日～
令和8年4月3日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和8年2月10
日

令和8年2月11日
～令和8年4月10
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和8年2月17
日

令和8年2月18日
～令和8年4月17
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和8年2月24
日

令和8年2月25日
～令和8年4月24
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和8年3月3
日

令和8年3月4日～
令和8年5月3日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和8年3月10
日

令和8年3月11日
～令和8年5月10
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和8年3月17
日

令和8年3月18日
～令和8年5月17
日

20名 〇

重度訪問介護
従業者養成研
修 統合課程

土屋ケアカレ
ッジ宇治教室

令和7年1月1日
～令和8年3月24
日

令和8年3月25日
～令和8年5月24
日

20名 〇

※ 年度内に開催を予定している研修を全て記載すること。



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

4月2日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月2日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

4月2日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

4月2日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月2日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月3日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月3日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



4月3日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

4月3日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月3日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月3日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月4日(金)～

6月1日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

4月9日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月9日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

4月9日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

4月9日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月9日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月10日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月10日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



4月10日(木)

12:20～ 13120

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

4月10日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月10日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月10日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月11日(金)～

6月8日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

4月16日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月16日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

4月16日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

4月16日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月16日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月17日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月17日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



4月17日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

4月17日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月17日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月17日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月18日(金)～

6月15日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

4月23日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月23日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

4月23日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

4月23日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月23日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月24日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月24日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



4月24日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

4月24日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月24日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月24日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月25日(金)～

6月22日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

4月30日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月30日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

4月30日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

4月30日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

4月30日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月1日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月1日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



5月1日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

5月1日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月1日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月1日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月2日(金)～

6月29日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

5月7日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月7日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

5月7日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

5月7日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月7日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月8日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月8日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



5月8日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

5月8日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月8日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月8日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月9日(金)～

7月6日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

5月14日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月14日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

5月14日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

5月14日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月14日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月15日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月15日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



5月15日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

5月15日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月15日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月15日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月17日(金)～

7月13日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

5月21日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月21日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

5月21日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

5月21日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月21日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月22日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月22日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



5月22日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

5月22日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月22日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月22日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月23日(金)～

7月20日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

5月28日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月28日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

5月28日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

5月28日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月28日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月29日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月29日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



5月29日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

5月29日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月29日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月29日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

5月30日(金)～

7月27日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

6月4日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月4日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

6月4日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

6月4日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月4日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月5日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月5日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



6月5日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

6月5日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月5日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月5日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月6日(金)～

8月3日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

6月11日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月11日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

6月11日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

6月11日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月11日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月12日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月12日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



6月12日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

6月12日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月12日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月12日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月13日(金)～

8月10日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

6月18日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月18日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

6月18日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

6月18日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月18日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月19日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月19日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



6月19日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

6月19日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月19日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月19日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月20日(金)～

8月17日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

6月25日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月25日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

6月25日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

6月25日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月25日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月26日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月26日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



6月26日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

6月26日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月26日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月26日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

6月27日(金)～

8月24日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

7月2日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月2日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

7月2日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

7月2日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月2日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月3日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月3日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



7月3日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

7月3日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月3日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月3日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月4日(金)～

9月1日(月)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

7月9日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月9日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

7月9日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

7月9日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月9日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月10日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月10日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



7月10日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

7月10日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月10日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月10日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月11日(金)～

9月8日(月)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

7月16日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月16日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

7月16日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

7月16日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月16日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月17日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月17日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



7月17日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

7月17日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月17日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月17日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月18日(金)～

9月15日(月)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

7月23日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月23日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

7月23日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

7月23日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月23日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月24日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月24日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



7月24日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

7月24日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月24日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月24日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月25日(金)～

9月22日(月)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

7月30日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月30日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

7月30日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

7月30日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月30日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月31日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月31日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



7月31日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

7月31日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月31日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

7月31日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月1日(金)～

9月29日(月)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

8月6日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月6日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

8月6日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

8月6日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月6日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月7日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月7日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



8月7日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

8月7日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月7日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月7日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月8日(金)～

10月5日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

8月20日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月20日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

8月20日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

8月20日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月20日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月21日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月21日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



8月21日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

8月21日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月21日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月21日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月22日(金)～

10月19日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

8月27日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月27日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

8月27日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

8月27日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月27日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月28日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月28日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



8月28日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

8月28日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月28日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月28日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

8月29日(金)～

10月26日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

9月3日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月3日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

9月3日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

9月3日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月3日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月4日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月4日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



9月4日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

9月4日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月4日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月4日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月5日(金)～

11月2日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

9月10日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月10日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

9月10日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

9月10日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月10日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月11日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月11日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



9月11日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

9月11日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月11日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月11日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月12日(金)～

11月9日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

9月17日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月17日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

9月17日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

9月17日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月17日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月18日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月18日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



9月18日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

9月18日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月18日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月18日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月19日(金)～

11月16日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

9月24日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月24日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

9月24日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

9月24日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月24日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月25日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月25日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



9月25日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

9月25日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月25日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月25日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月26日(金)～

11月23日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

1月7日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月7日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

1月7日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

1月7日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月7日(水)

17:20～ 18:50

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月8日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月8日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



1月8日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

1月8日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月8日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月8日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月9日(金)～

3月6日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

1月14日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月14日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

1月14日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

1月14日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月14日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月15日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月15日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



1月15日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

1月15日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月15日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月15日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月16日(金)～

3月13日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

1月21日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月21日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

1月21日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

1月21日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月21日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月22日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月22日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



1月22日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

1月22日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月22日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月22日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月23日(金)～

3月20日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

1月28日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月28日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

1月28日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

1月28日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月28日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月29日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月29日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



1月29日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

1月29日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月29日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月29日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月30日(金)～

3月27日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

2月4日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月4日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

2月4日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

2月4日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月4日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月5日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月5日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



2月5日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

2月5日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月5日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月5日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月6日(金)～

4月3日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

2月11日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月11日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

2月11日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

2月11日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月11日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月12日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月12日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



2月12日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

2月12日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月12日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月12日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月13日(金)～

4月10日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

2月18日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月18日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

2月18日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

2月18日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月18日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月19日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月19日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



2月19日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

2月19日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月19日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月19日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月20日(金)～

4月17日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

2月25日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月25日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

2月25日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

2月25日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月25日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月26日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月26日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



2月26日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

2月26日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月26日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月26日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月27日(金)～

4月24日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

3月4日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月4日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

3月4日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

3月4日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月4日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月4日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月5日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



3月5日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

3月5日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月5日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月5日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月6日(金)～

5月3日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

3月11日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月11日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

3月11日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

3月11日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月11日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月12日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月12日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



3月12日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

3月12日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月12日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月12日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月13日(金)～

5月10日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

9月24日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月24日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

9月24日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

9月24日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月24日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月25日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月25日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



9月25日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

9月25日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月25日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月25日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

9月26日(金)～

11月23日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

10月1日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月1日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

10月1日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

10月1日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月1日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月2日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月2日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



10月2日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

10月2日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月2日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月2日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月3日(金)～

11月30日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

各実習施設

細井俊一



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

10月8日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月8日(水)

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等
についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11:40～ 12:40 魯山香織

加納康行

細井俊一

10月8日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

細井俊一

10月8日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月8日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月9日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月9日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



10月9日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

10月9日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月9日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月9日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月10日(金)

～

12月7日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

10月15日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月15日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月15日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月15日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月15日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月16日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月16日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



10月16日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

10月16日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月16日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月16日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月17日(金)

～

12月14日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

10月22日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月22日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月22日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月22日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月22日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月23日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月23日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



10月23日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

10月23日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月23日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月23日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月24日(金)

～

12月21日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

10月29日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月29日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月29日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月29日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月29日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月30日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月30日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



10月30日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

10月30日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月30日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月30日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

10月31日(金)

～

12月28日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

11月5日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月5日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月5日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月5日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月5日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月6日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月6日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



11月6日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

11月6日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月6日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月6日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月7日(金)～

1月4日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

11月12日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月12日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月12日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月12日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月12日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月13日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月13日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



11月13日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

11月13日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月13日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月13日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月14日(金)

～

1月11日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

11月19日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月19日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月19日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月19日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月19日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月20日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月20日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



11月20日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

11月20日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月20日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月20日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月21日(金)

～

1月18日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

11月26日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月26日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月26日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月26日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月26日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月27日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月27日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



11月27日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

11月27日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月27日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月27日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

11月28日(金)

～

1月25日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

12月3日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月3日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月3日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月3日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月3日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月4日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月4日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



12月4日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

12月4日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月4日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月4日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月5日(金)～

2月2日(月)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

12月10日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月10日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月10日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月10日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月10日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月11日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月11日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



12月11日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

12月11日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月11日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月11日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月12日(金)

～

2月9日(月)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

12月17日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月17日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月17日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月17日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月17日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月18日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月18日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



12月18日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

12月18日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月18日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月18日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月19日(金)

～

2月16日(月)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

12月24日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月24日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月24日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月24日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月24日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月25日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月25日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



12月25日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

12月25日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月25日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月25日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

12月26日(金)

～

2月23日(月)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

1月7日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月7日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月7日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月7日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月7日(水)

17:20～ 18:50

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月8日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月8日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



1月8日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

1月8日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月8日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月8日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月9日(金)～

3月6日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

1月14日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月14日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月14日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月14日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月14日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月15日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月15日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



1月15日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

1月15日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月15日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月15日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月16日(金)～

3月13日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

1月21日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月21日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月21日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月21日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月21日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月22日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月22日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



1月22日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

1月22日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月22日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月22日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月23日(金)～

3月20日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

1月28日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月28日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月28日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月28日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月28日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月29日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月29日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



1月29日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

1月29日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月29日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月29日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

1月30日(金)～

3月27日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

2月4日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月4日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月4日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月4日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月4日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月5日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月5日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



2月5日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

2月5日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月5日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月5日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月6日(金)～

4月3日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

2月11日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月11日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月11日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月11日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月11日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月12日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月12日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



2月12日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

2月12日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月12日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月12日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月13日(金)～

4月10日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

2月18日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月18日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月18日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月18日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月18日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月19日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月19日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



2月19日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

2月19日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月19日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月19日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月20日(金)～

4月17日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

2月25日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月25日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月25日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月25日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月25日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月26日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月26日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



2月26日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

2月26日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月26日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月26日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

2月27日(金)～

4月24日(金)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

3月4日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月4日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月4日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月4日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月4日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月4日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月5日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



3月5日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

3月5日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月5日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月5日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月6日(金)～

5月3日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

3月11日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月11日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月11日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月11日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月11日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月12日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月12日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



3月12日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

3月12日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月12日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月12日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月13日(金)～

5月10日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

3月18日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月18日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月18日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月18日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月18日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月19日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月19日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



3月19日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

3月19日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月19日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月19日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月20日(金)～

5月17日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



第３号様式（ 第３ 条関係）

研修日程及びカリキュラム表

研修事業の名称及び課程 重度訪問介護従業者養成研修 統合課程

日 時 科 目 内 容 講 師 名 実施会場

3月25日(水)

9:30～ 11:30

重度の肢体不自由者

の地域生活等に関す

る講義

障害者(児）福祉の背景と動向・

障害者自立支援制度の種類、内

容その役割・重度訪問介護の制

度とサービス・重度訪問介護利

用者の障害・疾病、心理、地域

生活、社会生活についての理解

・福祉業務従事者としての倫理

・居宅介護においてとるべき基
本態度・利用者の人権

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月25日(水)

11:40～ 12:40

基礎的な介護技術に

関する講義

・介護の目的、機能と基本原則

◼介護ニーズと基本的対応 ・

福祉用具の基本知識と活用等

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月25日(水)

13:30～ 15:30

コミュニケーション

の技術に関する講義

・言語コミュニケーションと非

言語コミュニケーションについ

ての理解 ・意思疎通に著しい

困難を有する重度の肢体不自由

者とのコミュニケーション方法

についての理解

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月25日(水)

15:40～ 17:10

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月25日(水)

17:20～ 18:50

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

齋藤みさを

長谷川信子

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月26日(木)

9:00～ 10:30

喀痰吸引を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・呼吸について・呼吸異常時の

症状、緊急時対応・人工呼吸器

に係る緊急時対応・人工呼吸器

について・喀痰吸引概説・口腔

内、鼻腔内、気管カニューレ内

部の吸引・喀痰吸引のリスク、

中止要件、緊急時対応・喀痰吸

引の手順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月26日(木)

10:40～ 12:10

経管栄養を必要とす

る重度障害者の障害と

支援に関する講義・緊

急時の対応及び危険防

止に関する講義

・健康状態の把握・食と排泄（ 消

化） について・経管栄養概説・

胃ろう（ 腸ろう）と経鼻経管栄

養・経管栄養のリスク、中止要

件、緊急時対応・経管栄養の手

順、留意点 等

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

喀痰吸引等に関する

演習

口腔内の喀痰吸引 鼻腔内の

喀痰吸引 気管カニューレ内

部の喀痰吸引 胃ろう又は腸

小林美穂
土屋ケアカ

レッジ宇治

教室



3月26日(木)

12:20～ 13:10

ろうによる経管栄養 経鼻経

管栄養

3月26日(木)

14:00～ 17:00

基礎的な介護と重度

の肢体不自由者との

コミュニケーション

の技術に関する実習

・重度の肢体不自由者への介護

の際の留意が必要な 支援技術

についての理解 ・重度の肢体

不自由者とのコミュニケーショ

ン方法及び その技術について

の理解 ・基本介護技術を含め

て、５時間のうち２．５時間を

超 えない範囲で、基礎的な介

護技術についての演習に 代
えることができる。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月26日(木)

17:10～ 19:10

外出時の介護技術に

関する実習

・外出時の付き添い方法につい

ての理解 ・介護の際に留意が

必要な支援技術の習得 ・２時

間のうち１時間を超えない範囲

で、外出時の介護 技術につい

ての演習を代えることができ

る。

野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月26日(木)

19:20～ 19:50

筆記試験
野津亜弓

西村茂樹中

原しのぶ

土屋ケアカ

レッジ宇治

教室

3月27日(金)～

5月24日(日)

時間は各実習

施設の都合に

よる

重度の肢体不自由者

の介護サービス提供

現場での実習

指定重度訪問介護における実

習 ・重度の肢体不自由者の介護

を体験する。 ・在宅等で生活す

る障害程度区分５ 又は６である

肢体 不自由者に対する介護サ

ービス提供現場（ １か所以

上） で実習を行う。

宮本武尊

中原しのぶ

魯山香織加

納康行細井

俊一

各実習施設



研修場所

土屋ケアカレッジ 宇治教室

〒611-0021
京都府宇治市宇治壱番 134番 1
宇治荒川ビル 3階

研修受講に関する連絡先及び担当者氏名

担当者：坂本友志

電話番号：050-3138-2024


